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従来技術・製品

課題 解消方法 従来法では、パルス印加による抵抗変化、開回路電圧の変
化、及び動作時の出力電圧の変化を計測する手法が用いられ
てきたが、LIB特有の出力電位ヒステリシス現象を考慮して
こなかったために、計測精度は低かった。
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技術の詳細等

同一SOCでも充電か放電後かにより、電池単位で十ミリＶ以上の出力
電位差が生じ、計測値にこの差が含まれてくるために現汎用品では
精度は向上しないが、本品ではこの差の影響を最小化する方法が考
案された。

連続で各電池の診断が３０秒ででき、そのニーズは電池メーカ（出荷時や新開発品の検査）、
電池大口ユーザ（自動車メーカ、車検時など）、電池素材メーカ（材料試験）、メンテナンス業者
（再利用検査）にある。

マッチング先の要望

提携要望分野 提携希望先 マッチングが想定できる業種・企業名

業種；自動車メーカ、電池メーカ、蓄電池業者、計測機器メーカ。特に、１．フィールド試験の対
応可能メーカ、２．製品化技術支援と資金支援の対応可能メーカ。 
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研究開発部

高速クロノポテンショグラムを用いたリチウム二次電池劣化度の機械学習
的評価法の開発（2017） 

会社URL

企業名 エンネット株式会社

デモンストレーション動画
URL   ---------

　                イノベーションジャパン2020バーチャルビジネスマッチング（VIJ2020BM)
                  国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 イノベーション推進部　統括グループ

エネルギー

従来技術に対する新規性・優位性 想定される活用例

開発製品の技術の概要

提案は、リチウムイオン二次電池（LIB）の容量劣化度合い、温度、余命、充電度の複数のパラメータ値を秒速で、かつ高精度評価するポータブルタイプの診断器である。
パルスの過渡応答と電池特性との相関性を機械学習した診断アルゴリズムを用いて、モジュール電池の劣化度などのパラメータを秒速で数値評価できる新規方法であ
る。ここでは、LIB特有の出力電位のヒステリシス現象を軽減化した計測条件を、パルス法に採用する特長を持つ。本手法により、電池出荷時の品質試験、電池搭載の車
や装置の安全性管理、電池の再利用が可能となる。

電池劣化度（SOH）
や使用中温度の評価
が秒速かつ高精度に
できる。

進捗状況 現状の課題

試作品製作中
製品化で次項の機能付加を行っている。①電池モジュールの構成各電池の評価用に多チャンネル化を図る。②使用中状態の電池評価
のために、特に充電中に電池のSOH診断できるように充放電装置との連結を実現する。

LIB特有の出力電位ヒステリシス現象を軽減化した
計測条件を開発のパルス法に設定し、過渡応答
データを正規化・DB化し、その応答と劣化度合や
寿命との相関性を機械学習した診断アルゴリズム
により、各特性を診断する。

本技術が解消できる現状の課題およびその方法

技術分野

リチウム二次電池（LIB）特性の高速診断器の製品開発

NEDO支援事業概要および年度

http://energynet.co.jp/
mailto:oyama@energynet.co.jp


エンネット株式会社
技術の詳細等


